
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の
広
が
り

　
平
成
10
年
６
月
、
学
校
教
育
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
公
立
の
中
高
一
貫
教
育

を
選
択
的
に
導
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

全
国
で
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
内
で
も
、
育

徳
館
中
・
高
等
学
校
（
み
や
こ
町
）
を

は
じ
め
、昨
年
４
月
に
は
嘉
穂
高
校
（
飯

塚
市
）
に
附
属
中
学
校
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
、
現
在
、
５
つ
の
県
立
中
高
一
貫

教
育
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
地
区
か
ら
こ
れ
ら
の
中
学
校
に
進

学
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、

交
通
費
や
通
学
時
間
な
ど
の
負
担
が
大

き
く
、
ま
た
、
家
庭
の
事
情
で
他
地
区

の
中
高
一
貫
教
育
校
な
ど
に
進
学
で
き

な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
検

討
委
員
会
で
は
、
田
川
地
区
に
も
、
公

立
の
中
高
一
貫
教
育
校
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

田
川
の
未
来
を
占
う
４
つ
の
案

　
今
回
提
出
し
た
要
望
書
に
は
、
４
つ

の
案
を
示
し
て
い
ま
す
（
左
図
）。
こ
れ

ら
の
案
で
は
実
施
主
体
や
そ
の
運
営
な

ど
に
加
え
、
利
点
や
課
題
点
な
ど
も
細

か
く
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
要
望
書
に
込
め
た
８
市
町
村
の
思
い

を
受
け
取
っ
た
小
川
県
知
事
は
「
筑
豊

地
区
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新
た
な
学
力

向
上
策
が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

県
と
し
て
も
、
今
後
は
地
区
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
城
戸
県
教
育
長
は
「
県

教
育
委
員
会
と
し
て
も
田
川
地
区
の
教

育
振
興
は
大
き
な
課
題
。
ソ
フ
ト
の
充

実
も
図
り
な
が
ら
、
環
境
改
善
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
人
材
育
成

　
今
後
は
今
回
提
出
し
た
要
望
書
を

基
に
、
本
地
区
の
未
来
を
担
う
若
者
た

ち
を
育
成
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
、

福
岡
県
、
県
教
育
委
員
会
と
本
地
区
１

市
６
町
１
村
が
強
力
な
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
、
よ
り
よ
い
方
向
に
進
ん
で
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
に
、
昭
和
20
年
に
福
岡
第
二

師
範
学
校
女
子
部
が
、
そ
の
後
福
岡

学
芸
大
学
田
川
分
校
が
設
置
さ
れ
、

伊
田
小
・
中
学
校
が
代
用
附
属
学
校

と
し
て
認
可
さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て

本
地
区
は
「
教
育
の
ま
ち
」
と
し
て

環
境
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
昭
和
41
年
に
福
岡
学
芸
大
学
が

福
岡
教
育
大
学
に
改
称
さ
れ
た
際
、

そ
れ
ま
で
各
地
に
あ
っ
た
分
校
が
廃

　近年、社会経済環境が大きく変化する中、中学校や高等学校の教育（中等教育）環境に対するニーズの多様化が進んでいます。
田川地区でも、より学力水準の高い他地区の高等学校や中高一貫教育校などに進学する児童生徒が増加し、本地区の生徒数や
学力水準が他地区に比べて、低下傾向を示しています。
　この状況を打破するため、平成26年12月、本地区１市６町１村の首長で構成する「一部事務組合立中学校設立準備会」を
発展解消させ、「田川地区中等教育環境整備検討委員会」が新たに発足。これまで検討を重ね、本地区でも公立中高一貫教育の
制度化を図ることが必要であるとの結論に達し、３月11日に、同委員会の永原譲二委員長（大任町長）と二場公人副委員長（田
川市長）など関係者が、小川洋県知事と城戸秀明県教育長に対し、要望書を提出しました。

田川地区での
中高一貫教育校整備案

（Ａ案）本地区の市町村で構成す
る一部事務組合が整備・運営。
既存施設を最大限に有効活用し、
校舎などの新規建設は可能な限
り行わない。
（Ｂ案）福岡県と本地区の市町村
で構成する一部事務組合が整備
・運営。既存施設を最大限に有
効活用し、校舎などの新規建設
は可能な限り行わない。
（Ｃ案）福岡県が整備・運営。校
舎などの整備に関して、本地区
の市町村の財政負担はない。
（Ｄ案）福岡県が福岡県立大学の
附属中高一貫教育校として整備
・運営。既存施設を最大限に有
効活用し、校舎などの新規建設
は可能な限り行わない。

止
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
地
区
は
、
教

育
・
研
究
の
重
要
な
拠
点
を
失
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
は
、
本
地
区
に
と
っ
て
、
炭
坑
が

次
々
に
閉
山
さ
れ
、
子
育
て
世
代
を

中
心
に
人
口
流
出
に
拍
車
が
か
か
っ

た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
本
地
区
の

教
育
は
一
気
に
元
気
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
本
地
区
の
全
市
町
村
が
将
来
に
わ

た
り
、
市
や
町
と
し
て
維
持
、
発
展

を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、再
び
「
教

育
の
ま
ち 

た
が
わ
」
の
復
活
を
遂

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
７

町
村
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、福
岡
県
・

県
教
育
委
員
会
と
強
固
な
連
携
を

築
き
な
が
ら
、
今
回
の
中
高
一
貫
教

育
校
の
整
備
や
田
川
科
学
技
術
高
校

の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど
、
中
等
教
育

環
境
の
改
善
・
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「
教
育
の
ま
ち 

た
が
わ
」の
復
活
を
!!

▲要望書を手にする小川県知事（上左）
と城戸県教育長（下左）、上下ともその
左から二場市長、永原大任町長、松村
安洋副市長

まつむら

やすひろ

ながはらじょうじ ふたば  きみと

おがわひろし き　ど ひであき

▲田川市長　二場　公人

広報たがわ
H28. 5. 1号

20


